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14年ぶりの『治療』
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　編集作業を一通り終え，あとはこの跋文を残すのみとなった時点でふと思い出した．『治療』
誌とは14年前（2010年）にも一度編集でおつきあいがあったのである．
　当時，秋田大学にいて，眞鍋 求教授との共同編集で「やさしい皮膚病診療ガイド 皮膚科医の
手の内を伝授！」と掲げた特集号を編纂した．共同作業といっても，私がやったと記憶している
のは，巻頭言と「温故医新」と題した短いコラムの執筆だけである．
　本誌は大正9年に創刊され，2010年は創刊90年に当たる．「温故医新」はその記念企画だっ
たのか，昔の論文を読んで所思を述べるという趣旨で，私は昭和11年の論文を読んだのだが，
なかなか面白い経験だった．
　本号の巻頭言の末尾，初稿では「編者としてこれにまさる喜びはありません」としていたが，
14年前も同じ文章で締めていることに気づいた．過去の文章と照合する“何とか警察”がいると
も思わないが，語彙が貧しい証拠を残すのが嫌なので今回は割愛した．
　2010年の執筆者リストを見ると，その後，教授になった方，退職し開業された方さまざまで
ある．今から14年ほど後，本号の執筆陣でこの文章を読む奇特な方がいるとして，いかがお過
ごしでしょうか？
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